
祈
いの

りの 最
さい

初
しょ

と 最
さい

後
ご

を 賛
さん

美
び

の 本
ほん

立
た

てで 支
ささ

える

勉
べん

強
きょう

のために 祈
いの

ろう 　本
ほん

立
た

ては、何
なん

冊
さつ

も 立
た

てた 本
ほん

が たおれない

ように、両
りょう

側
がわ

から 支
ささ

えるために 使
つか

われるよね。

　祈
いの

る 時
とき

も、同
おな

じことが できるよ。祈
いの

りの 

最
さい

初
しょ

と 最
さい

後
ご

を、賛
さん

美
び

という 「本
ほん

立
た

て」で 

支
ささ

えることに よってね。これは、神
かみ

様
さま

が 

最
さい

善
ぜん

と ご存
ぞん

じの 方
ほう

法
ほう

で 祈
いの

りに 答
こた

えて

くださると 君
きみ

が 信
しん

じていることを 表
あらわ

すんだ。

そうすれば、祈
いの

りの 成
せい

果
か

は 保
ほ

証
しょう

されたことに 

なるんだよ。

賛さ
ん

美び

賛さ
ん

美び

祈い
の

り
祈い

の

り
祈い

の

り

祈い
の

り

祈い
の

り
祈い
の

り

祈い
の

り

祈
い
の

り

祈い
の

り

祈い
の

り

祈い
の

り

  イエス様
さま

、
品
ひん

詞
し

について 
学
まな

べることを 
  感

かん

謝
しゃ

します。

　　教
おし

えられたことを、
全
ぜん

部
ぶ

 理
り

解
かい

　できますように。

頼
たよ

りになる 先
せん

生
せい

を 
感
かん

謝
しゃ

します！

賛
さん

美
び

の 

本
ほん

立
た

て

祈り

賛
さん

美
び

の 

本
ほん

立
た

て
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勉
べん

強
きょう

のために 祈
いの

ろう：
勉

べん

強
きょう

時
じ

間
かん

中
ちゅう

、いっしょうけんめい やれるように。
勉

べん

強
きょう

時
じ

間
かん

中
ちゅう

、集中できるように。
学
まな

ぶのに 助
たす

けが 必
ひつ

要
よう

な 科
か

目
もく

が 何
なん

で あれ、ねばり強
づよ

く 
勉

べん

強
きょう

し、かつ 進
しん

歩
ぽ

できるように。
先
せん

生
せい

の インスピレーションと はげましと 教
おし

える
能
のう

力
りょく

のため。
        勉

べん

強
きょう

に 必
ひつ

要
よう

な ものの 
      供給のため。

わたし、
あきらめないわよ！

文
ぶん

法
ぽう

の 復
ふく

習
しゅう

あれなら、きっと 
子
こ

どもたちが 
  楽

たの

しめるわ！

　勉
べん

強
きょう

する 時
とき

に 祈
いの

り
求
もと

めると いい 聖
せい

書
しょ

の 
約
やく

束
そく

を、二
ふた

つ 教
おし

えて
あげよう。特

とく

に、むずかしいと
 思

おも

う 科
か

目
もく

を 勉
べん

強
きょう

する 時
とき

には 
　いいよ。

　何
なに

事
ごと

も 思
おも

いわずらっては ならない。
ただ、事

こと

ごとに、感
かん

謝
しゃ

をもって 祈
いの

りと 願
ねが

いとを ささげ、
あなたがたの 求

もと

めるところを 神
かみ

に 申
もう

し上
あ

げるが よい。
（口

こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ピリピ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 4:6）
　わたしを 強

つよ

くしてくださる かたによって、何
なに

事
ごと

でも することが 
できる。（口

こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ピリピ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 4:13）

しゅうちゅう

きょうきゅう


